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平成 31年度 評議員総会 

中央右側石倉会長、左側田中名誉会長、左隣り田中賞に輝いた百合草選手 

 

巻
頭
言 

岳
連
の
法
人
化
（
一
般
社
団
法
人
）
に
向
け
て 

  
 

 

埼
玉
県
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会 

会
長 

石
倉 

昭
一 

 

平
成
３
０
年
度
も
無
事
に
終
わ
り
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

埼
玉
県
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
は
、
昭
和
３
０
年
（
１ 

９
５
５
）
に
埼
玉
県
を
代
表
す
る
山
岳
団
体
と
し
て
発
足
し
、
現
在
ま 

で
任
意
団
体
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。 

時
代
は
変
わ
り
、
最
近
で
は
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
不
祥
事
が
頻
発
し
、 

ま
た
私
達
の
日
本
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
の
加
盟
団
体 

で
も
不
正
経
理
問
題
が
発
覚
す
る
な
ど
、
今
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法 

令
順
守
）
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
組
織
統
治
）
の
強
化
が
強
く
求
め
ら
れ
て 

お
り
ま
す
。
本
部
か
ら
も
再
三
法
人
化
を
進
め
て
欲
し
い
と
の
お
願
い 

も
き
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
私
達
は
昨
年
１
０
月
に
法
人
化
検
討
委
員
会
を
立 

ち
上
げ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
り
、
加
盟
団
体
に
集
ま
っ
て
も
ら 

っ
て
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
り
も
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
４
月
１ 

４
日
の
評
議
員
総
会
で
法
人
化
の
提
案
を
し
、
法
人
化
す
る
こ
と
が
総 

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
の
早
け
れ 

ば
４
月
か
ら
法
人
化
す
る
こ
と
を
目
標
に
進
め
て
行
き
ま
す
。 

ま
た
法
人
化
に
つ
い
て
は
本
部
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
得
ら
れ
る
こ
と
に 

も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
法
人
化
に
向
け
て
、
加
盟
団
体
の
皆
様
に
は
負 

担
が
増
え
る
様
な
事
の
無
い
よ
う
に
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま 

す
。
た
だ
専
門
委
員
会
の
委
員
長
や
そ
の
上
の
役
員
の
方
々
に
は
、
今 

ま
で
と
や
り
方
が
変
わ
り
ま
す
の
で
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
は
な
る
と 

思
わ
れ
ま
す
。 

埼
玉
県
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
は
今
年
度
で
創
立
６ 

４
年
目
に
入
り
ま
す
が
、
７
０
周
年
・
８
０
周
年
に
向
け
て
社
会
的
に 

信
用
さ
れ
る
し
っ
か
り
と
し
た
組
織
作
り
へ
の
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご 

協
力
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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左から相澤副会長、村岡副会長、田中名誉会長、 

道浦総会議長、石倉会長、天野理事長 

 

平成 31 年度評議員総会 報告 敬称略 

2019 年 4月 14日 さいたま市ｿﾆｯｸｼﾃｨ 905 号 

              14:30～16:45 

開会挨拶  省略 

会長挨拶 省略   

議長選出   

今回は､事務局長の推薦で､第 3 ﾌﾞﾛｯｸの加須ｽﾎﾟｰﾂ

ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ:道浦 陽司評議員にお願いします｡ 

議事録署名人は､の岩井田 正昭広報委員長にお願

いします｡       両案は拍手で承認｡ 

総会成立宣言 

出席 21 名､代理人 4名､委任 11 名 計 36名の出席

で定足数 47の 1/2 以上となり､成立を宣言しま

す｡            (加藤事務局長) 

 

議  事 

議 長:加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ:道浦 陽司評議員 

第 1 号議案 

平成 30 年度事業報告｡総務以下各委員会の委員長

が説明｡          以下省略 

第 2 号議案 

平成 30 年度会計報告｡一般会計と強化関係､特別

会計について報告｡ 後､秋葉監事から監査報告｡ 

･30 年度も JMSCAからの還付金､ﾄﾚﾗﾝ大会､ｶﾚﾝﾀﾞｰ

販売等の諸収入あり｡皆さんのご協力と関係者の

努力によるところ大｡ありがとうございました｡ 

質疑について 

Q･壁稜山岳会:八ﾂ田評議員=｢特別会計｣の使用目

的は? 

A･加藤事務局長：特に無し｡一般会計の予備とし

ての積立金｡ 

Q･川越山岳会:横内評議員=予備費の使用目的及び

30年度の収支は? 

A･加藤事務局長：｢山の日｣ｲﾍﾞﾝﾄの経費を支出｡ 

 詳細は資料の通り。 

      第 1号議案､第 2 号議案､承認可決。 

 

第 3号議案 

｢埼玉県山岳連盟の名称変更及び法人化｣の提案 

 1.｢埼玉県山岳連盟｣から｢埼玉県山岳･ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐ

ﾝｸﾞ協会｣へ名称の変更 

 2.本連盟(本協会)の平成 31 年度内での法人化 

･今日までの理事会､拡大理事会､ｱﾝｹｰﾄ､検討委員

会の協議により､上部団体に合わせて名称を変

更｡｢山岳･ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ｣を入れ､｢協会｣とする｡  

･31 年度中に法人化して､令和 2年度(4月から｢法

人｣として出発) JMSCAは､努力目標では無く､

義務とする｡ 

Q･草加山の会･松浦評議員：文面から見ると｢平成

31年度内の法人化｣なのか? 

Q･彩 岳悠会･笠原評議員：今までの話し合いで

は､32年度に法人化ではなかったか? 

A･天野理事長：検討委員会では｢秋に臨時総会を

開き､｢定款｣を決める｣予定｡ 

Q･     ：法人化までの期間及び法人化しなかっ 

場合について 

A･村岡副会長：期間はおよそ 2年間､平成 32年度

中か｡6月の JMSCA の総会で､｢罰則規定｣を設け

る予定｡とは言え､除名したら｢国体選手｣が送り

出せなくなり｢JMSCA｣も困るので､法人化を積極

的に応援するというｽﾀﾝｽ｡ 

1. 埼玉県山岳･ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ協会 名称変更 

賛成多数で承認可決｡ 

2. 本連盟(本協会)の平成 31 年度内での法人化

は､｢平成 31年度内での｣を削除して､｢2.本連

盟(本協会)の法人化を進める｣但し､｢執行部

は､法人化についての十分な説明をする｣こと

を条件とする｡      賛成多数で承認可決｡ 

 

3. 第 4号議案 

(1)名称変更に伴う､規約の改正 

 規約にある｢埼玉県山岳連盟｣は､すべて 

｢埼玉県山岳･ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ協会｣とする｡ 

 以下省略       
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※詳細については、後日事務局から提示する。 

賛成多数で承認可決｡ 

(2)｢医科学委員会｣の設置について 

 設置による規約の改正 規約は変えず､｢規則｣を

追加する｡ 

専門委員会設置規則(第 25条関係) 

第 2 条 (11)医科学委員会 

1 登山とｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞの医科学的側面に関する

事項 

2  安全登山の啓発､指導､普及に関する医科学的

な事項 

3  日山協･文部科学省等の講習会参加 

4  その他委員会に必要な事項 

Q･草加山の会･松浦評議員：実質どんな活動がで

きるのか? 

A･防医大･伊藤評議員：登山中の突然死や生活習

慣病と登山の関係についての内科的な啓蒙とｱ

ﾄﾞﾊﾞｲｽ｡実際には､指導委員会や遭対委員会の研

修会で講義等の実施｡賛成多数で承認可決｡ 

(3)学生団体(会員)の加盟促進にともなう｢負担

金｣の改正 

埼玉県山岳連盟規約 第 6章  会計(経費) 

 第 27条  連盟の経費は､次による｡  

(1) 負担金 項目から  

学生団体は 6000円  賛成多数で承認可決｡  

加盟団体の確認 

･新規加盟団体:｢山岳同人 埼玉｣ 単会加盟 

大野 文雄代表 他 9名 

･新評議員:川口市登山同好会・千葉 弓子代表   

あゆむ山の会・山田 勝美代表 

･新参与:熊谷 潔､榎本 昇(元蓮田山岳会) 

 

第 5 号議案 

 平成 31年度事業計画｡計画表の通り｡補足説明の

必要な事業のみ説明する｡ 

 ･主な事業としては､第 5回関東地区小中学生選

抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権大会の主管(12/15)｡6月の環境

月間に合わせて｢ｸﾘｰﾝ登山｣の開催､選手強化委員

会の関ﾌﾞﾛ､国体､国際大会での活躍､県ﾄﾞﾘｰﾑｱｽﾘｰﾄ

に 5 名認定｡｢山の日｣記念ｲﾍﾞﾝﾄは実施しない｡ 

 ﾄﾚｲﾙﾗﾝの開催協力､第 10 回全国高等学校選抜ｸﾗｲ

ﾐﾝｸﾞ選手権大会の主管(12/21-22)､指導･遭対･個

人会員委員会の各種講習会の開催､広報誌 4回の

発行､2020 ｶﾚﾝﾀﾞｰの作成､新設された医科学委員

会の活動等が提案される｡ 

 

第 6 号議案 

平成 31 年度予算案｡加藤事務局長より説明｡ 

･各事業等は､昨年同等｡ 

｢事業計画｣の追加､訂正､削除。別途｢資料の訂正｣

で明記｡    第 5号議案､6 合議案､承認可決｡ 

以上で､予定された議案は終了｡議長の解任｡ 

 

その他 田中名誉会長賞授与式  

 第 13回田中名誉会長賞｣の授与｡ 

「今年は第 73 回福井しあわせ元気国体における

功績と今後のさらなる活躍を祈念して｣ 

百合草碧皇氏が受賞｡賞状と賞金が贈られた｡ 

その後､全員で記念撮影をして午後 4時 50分､終

了した｡       (文責:加藤事務局長) 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

田中名誉会長から百合草選手へ 

選手紹介 百合
ゆ り

草
くさ

碧
あ

皇
お

 2002/9/21 愛知県出身 

専修大学付属高校 2年 

現住所 埼玉県鴻巣市 

2018/7 第 73 回国体関東ﾌﾞﾛｯｸ大会少男 3位通過 

2018/8  JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸ大会 ﾕｰｽ A 4位 

2018/10 第 73 回福井しあわせ元気国体 山岳競技 

ﾘｰﾄﾞ競技・ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ競技で出場選手中ただ一人 

の全完登。 少年男子 2位、天皇杯 2位 

2019/3  日本ﾕｰｽ選手権ﾘｰﾄﾞﾕｰｽ A 1 位,総合 1位 

現在 国体埼玉県代表選手 

※この項・横内競技委員長の選手紹介から転載 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

評議員総会出席者 

《評 議 員》 

１ 千葉 弓子   川口市登山同好会 

２ 田中 文男   浦和山岳会 

３ 山田 勝美   あゆむ山の会 

４ 堀江 信子   桜草山の会  

５ 天野 賢一   遠峰山岳会 

６ 日野 努     大宮山岳会 

７ 石倉 昭一  大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ 

８ 島田 富男   深谷山岳会 

９ 八ツ田 政男 壁稜山岳会 

10 長谷川 茂  熊谷山岳会 

11 道浦 陽司  加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

12 坂本 忠   加須ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ・ﾋﾞﾅ 
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13 井上 昇   ＭＡＣＣ 

14 金澤 和則  無名山塾 

15 阿部 鉞一    大宮岳稜会 

16 深沢 賢一  川越山の会五十雀 

17 関 真由美   熊谷山旅会 

18 伊藤 正孝  防衛医大山岳同好会 

19 笠原 数浩  彩・岳悠会 

20 横内 鉄郎  川越山岳会 

21 悳 秀彦   ｸﾞﾙｰﾌﾟ・ﾄﾞ･ｱﾐ 

《代 理 人》 

１  森松 恵一郎   ＵＤ・Ａ・Ｃ 

２  山下 真澄     東部登高会 

３  冨士田 始    ＴＥＡＭやまあるき 

４  松浦 剛  草加山の会 

《委  任》 

１ 我逢人 信越山の会 

２ ｱﾙﾑﾊｲｷﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

３ 熊谷岳友会 

４ 秩父山岳会 

５ 越谷市山岳会 

６ 新電元工業山岳部 

７ エコー山の会 

８ 毛呂山山岳会 

９ 山狂舎 

10 浦和渓稜山岳会 

11 山岳同人 比企 

評議員 21名＋代理人 4名＋委任 11名＝計 36名 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

評議員総会 役員出席者  

会 長       石倉 昭一  大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ 

副 会 長     相澤 重夫   川口市登山同好会        

同           村岡 正己   加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

同           加藤 富之   深谷山岳会      

監 事    秋庭 栄     あゆむ山の会 

理 事 長    天野 賢一   遠峰山岳会 

副理事長     瀬藤 武     ｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾄﾞ･ｱﾐ 

同           宇津木 秀二 高体連登山専門部 

同           土屋 正昭  加須ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞﾋﾞﾅ 

同           横内 鉄郎   川越山岳会 

事務局長   ※加藤 富之   深谷山岳会 

指導委員長   野村 善弥   あゆむ山の会 

競技委員長  ※横内 鉄郎   川越山岳会 

選手強化委員長 内海 信    高体連登山専門部 

遭難対策委員長※瀬藤 武     ｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾄﾞ･ｱﾐ 

自然保護委員長 増田 修   川口市登山同好会 

海外登山委員長 山際 登志夫 彩・岳悠会 

ｼ ﾞ ｭ ﾆ ｱ委員長  高岡 正彦   高体連登山専門部 

広報委員長   岩井田 正昭 山岳同人 埼玉 

企画委員長  ※村岡 正己  加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

個人会員委員長 笠原 数浩  彩・岳悠会 

事 務 局        塩谷 壽子  大宮山岳会 

         ※役員重複 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

名誉会長  田中 文男   浦和山岳会 

参  与  悳 秀彦   ｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾄﾞ･ｱﾐ 

 

理事者席から総会全景 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

＊＊＊各委員会 報告＊＊＊ 

Ⅰ【競技委員会】 横内競技委員長 

第 9回全国高等学校ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権大会 

 

12月 22日(土)23 日(日)の 2日間にかけて埼玉

県加須市民体育館で開催された｡2010 年の開始当

初より全国 47 都道府県出場を目標の一つとして

行われてきたこの大会も､今年度は参加校数 139

校･男子 110 名､女子 101名･団体参加校 男子 28

校､女子 19 校と､全国の高等学校の協力により目

標へと近づきつつある｡大会の演出も 2016 年の第

6回からﾌﾟﾛの MCや DJが盛り上げ､YouTube によ

る動画の配信､今年度は動画の配信時の｢3D ｵﾝﾗｲﾝ

ｵﾌﾞｻﾞﾍﾞｰｼｮﾝ｣を取り入れて､様変わりしてきてい

る｡例年ほどの寒さを感じない体育館内はﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝ

ｸﾞの体験ﾌﾞｰｽや､ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾒｰｶｰのｱｳﾄﾚｯﾄ販売ﾌﾞｰｽも

あり､一般の観客の皆さまも例年より多く見受け

られた｡開会式では､八木原 圀明 JMSCA 会長より

｢現在世界で活躍する日本人選手の殆どが､この高

校選抜の大会､この加須の壁で競い合っている｡皆

さんもｵﾘﾝﾋﾟｯｸへ出場する可能性がある｡ぜひ頑張

って欲しい｣と力強い挨拶があり､大橋良一加須市

長からは｢ｵﾘﾝﾋﾟｯｸへとつながるような力強い登り

を見せて欲しい｣と暖かなおもてなしの気持ちの

込もった挨拶があった。 

 

【埼玉の選手の活躍】 

［男 子］44位大場 拓真,36 位小林 拓磨, 

26位牧田空,11位鶴 隼人,※4位百合草 碧皇 

(東京都出場) 

［女 子］54位 村田 せい,33位松井 結, 
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33 位小林 由奈,17位曽我 綾乃 

【総評】男女ともに選手の平均的ﾚﾍﾞﾙは確実に上

がってきており､準決勝､決勝では素晴らしい登り

を見ることが出来た｡決勝のｾｯﾄは男女ともに比較

的ｸﾗｯｼｯｸなｾｯﾄだが､集中力を要求されるｾｯﾄとな

り､しっかり｢登らせて順位をつける｣ﾙｰﾄとなっ

た｡女子は実力が伯仲する中で､完登者が 3名とな

り準決勝のｶｳﾝﾄﾊﾞｯｸで､菊地 咲希選手(東京都 世 

田谷総合)が制し､男子は西田 秀聖選手(奈良県 

天理)がただ一人の完登で制した｡白熱した決勝､

準決勝であった反面､予選では登りに集中する余

りか､ﾌｫｰﾙの際にﾛｰﾌﾟに足を絡ませる､ｸﾘｯﾌﾟをし

ないままﾎｰﾙﾄﾞに飛びついてﾌｫｰﾙする等危険を伴

う落ち方になった事例｡ﾃﾞﾏｹｰｼｮﾝを伴う違反で､ｱﾃ

ﾝﾌﾟﾄの中止を余儀なくした事例も多く見られた｡

落ち方については､安全に足から着地する技術は

練習の中から得られる技術ともいえる｡ 

 競技ﾙｰﾙをしっかり勉強し安全な技術を練習す

る｡近県でも埼玉はﾘｰﾄﾞｸﾗｲﾐﾝｸﾞの練習の環境が整

っている県でもある｡そんな目線も含めて今後も

指導をお願いしたい｡ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

Ⅱ【遭難対策委員会】 瀬藤遭難対策委員長 

 
ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ（梱包）・搬出の準備 

 

平成 30 年度緊急避難講習会・研修会報告 

           あゆむ山の会 秋庭 栄 

H31/3/2-3   於谷川岳指導ｾﾝﾀ-上部付近 

恒例の県岳連緊急避難講習会･研修会に 17 名(埼 

玉県警 2 名､川口市登山同好会 5 名､あゆむ山の会

4 名､防衛医科大学 4 名､無名山塾 2 名)講師･ｽﾀｯﾌ

4名､計 21名の参加があり､毎年講習場所となる登

山指導ｾﾝﾀ-から少し行った場所で行われました｡ 

 場所によってはﾌﾞｯｼｭも出てきたがｽｺｯﾌﾟで何と

か掘れる積雪量はありました｡暗くなる前に各会

共掘り終え､夕食｡そして｢山の歌集｣で合唱ﾀｲﾑ｡雪

上に井形に組んだ焚火を囲み各会の懇親は続きま

した｡ 

 翌日は緊急避難の実技講習｡ﾂｴﾙﾄの使い方､半雪

洞､雪ﾌﾞﾛｯｸの切り出し方､雪の斜面を補助ﾛｰﾌﾟを

使った安全な通過の仕方とそのための簡易ﾊ-ﾈｽや

ﾛ-ﾌﾟﾜ-ｸなどを学びました｡最後に防衛医科大学の

ﾒﾝﾊﾞｰによる雪崩埋没者の処置､ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ､搬出のﾃﾞ

ﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝがありました｡毎回ﾀｲﾄなｽｹｼﾞｭｰﾙであっ

という間ですが､大変有意義な講習会でした｡ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

Ⅲ【海外登山委員会】 山際海外登山委員長 

 

平成 31 年度海外登山委員総会報告 

H31/3/30 pm6:00～8:00 「大宮・ﾎﾟﾌﾟﾗ」 

出席者: 山際(議長),天野,岩井田,風間,小茂田,

塩谷,鈴木百 

議 事 

第 1号議案：h30 年度事業報告 

例会開催・5月,7月,9月,11月,1月 計 5回。 

事業開催・3月総会,9月富士山高度順応体験登

山,10 月甲斐駒七丈小屋打合せ,11月花谷 康広

講演会,12月ｶﾝ･ﾔﾂｴ登山打合せ会,栃木岳連講

演会,h31/1 月海外登山追悼の会,2月関東岳連

総会(国際部会),登山隊合同山行 

第 2号議案：h30 年度会計報告 塩谷会計担当 

第 3号議案：h31 年度事業計画 

例会開催・5月,7月,9月,11月,1月 計 5回。 

事業計画・7月海外登山壮行会・大宮 

12月海外登山報告会・大宮 

8月ｲﾝﾄﾞﾗﾀﾞｯｸ ｶﾝﾔﾂｪⅡ 海外登山 

 新年度予算案は 5月例会にて発表 

全議案は全員の承諾をもって可決 議事/風間 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

Ⅳ【個人会員委員会】 笠原個人会員委員長 

 

実技講習山行 報告 

H31/2/24 (初級雪山技術&山ｽｷｰ)を東谷山~日白山

で行った｡この講習は個人会員､委員の他にｶﾝ･ﾔﾂｪ

登山隊と埼玉岳連所属の 7山岳会 38 名が結集し

前例のない山行ｺﾗﾎﾞとなった。場所が比較的遠い

為､前夜湯沢健康ﾗﾝﾄﾞで 34名が仮眠､遅くまで懇

親会で盛り上がった｡ 

当日は駐車場に全員が集まり石倉埼玉岳連会長

の挨拶とﾘｰﾀﾞｰの諸注意の後､登山隊とｶﾝ･ﾔﾂｪ登山

隊､山ｽｷｰ隊の 3 隊に別れ､ｶﾝ･ﾔﾂｪ登山隊､山ｽｷｰ隊

は当初の目的を達成した｡ 

登山隊は時間切れで東谷山までとなったが､好

天に恵まれ 360 度の眺望に全員が感動した!と確

信している｡いずれにしても事故も無く成功した

ことは参加者全員の山への熱い思いと自己管理並
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びに協力の賜物であったと委員会は感謝している｡ 

東谷山 登山隊の登頂 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

平成 31 年度個人会員委員総会報告 

H31/3/27 19:00～21:00 大宮ｼｰﾉ 

出席者：岩井田(議長),笠原,石倉,風間,秋元,

宮崎,横内(ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：平成 31年度より委員) 

        議 事 

第 1 号議案：活動報告 笠原委員長 

会員 17 名＋委員 9名(指導員有資格者) 

実技講習山行・4回(延べ参加者 48名) 

 机上講習例会・6回(延べ参加者 59名) 

 役員会・1回（笠原・風間・岩井田） 

会員行動：海外登山隊(県岳連)2名の参加,県

岳連各種講習会に 6名参加,日本ｽﾎﾟｰﾂ協会山岳

指導員資格を 1名が取得。会員新規入会 6名 

第 2 号議案：会計報告 秋元、 

監査報告 岩井田 

 収支報告,適正処理を確認 1，2号議案可決 

第 3 号議案：事業計画 風間副委員長(再任) 

 講習例会・5月,7月,9 月,11 月,1 月,3月 

 講習山行・6月,10月,12月,2月 

 海外山行・8月(会員 2 名参加) 

その他：3月役員会,総会,4 月阿寺の岩場安全

祈願祭,遭対委員会主催行事 

第 4 号議案：平成 31年度 予算計画 

 添付資料の通り     3，4号議案可決 

その他横内 鉄郎(川越山岳会)個人会員委員承認 

   熊谷 潔  (前蓮田山の会)会員 承認 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

平成 31 年４月理事会報告 敬称略 

4 月 14日(日)大宮ｿﾆｯｸｼﾃｨ 

0 出席  

田中名誉会長､石倉会長､相澤､村岡、加藤各副会長､

天野理事長､宇津木､土屋､横内各副理事長､野村

(指導)､内海(強化)､山際(海外)､増田(自然)､高岡

(ｼﾞｭﾆｱ)､岩井田(広報)､笠原(個人)各委員長 

山口(UD)､渋谷(西岳)､堀江(桜草)､塩谷(大宮)､小

久保(壁稜)､長谷川(熊谷)､計良(東部)､小茂田(高

体連)､道浦 (SCC)､井上(MACC)､冨士田(やまある

き)､鈴木(無名)､ 岩田(岳稜)､高橋(川越山の会)､

関(山旅)､伊藤(防医大)､秋元(彩岳)､早川(川越山

岳会)、秋庭(監事)､加藤事務局長  計 35名  

                                                 

1 会長挨拶 (石倉会長)  

2 本日日程 (加藤事務局) 

※議事録は省略。総会報告参照 

3 協 議   

 (4)その他 

 名称変更にともない､今後の岳連報の名称､ﾛｺﾞ等 

を変更します。 

※平成年の最後となる広報紙 64 号を 4 月 30 日に

発行し、65号の場合はﾍｯﾀﾞｰの表記が《2019 年（令

和元年）7月 31 日》となります、さらに「埼玉県

山岳連盟」が「埼玉県山岳・ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ協会」に

変更となりますが広報紙ﾀｲﾄﾙ・ﾛｺﾞは「埼玉岳連」

は現状のままとします。    広報・岩井田 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

「阿寺の岩場」安全祈願祭 報告 

 
地元宮司による祈願祭神事 

 

2019/4/21 am11:00～ 東吾野「阿寺の岩場」 

 新緑まぶしい快晴の中、平成年最後の安全祈願

祭が「阿寺の岩場」で行われた。この岩場の開拓

者であり祈願祭・施主の大野代表(山岳同人 埼

玉)の挨拶後、地主の大沢 登美子様が玉串奉奠、

続いて全参加者が玉串をささげ安全祈願をした。 

 参加者は埼玉県山岳・ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ協会の森下

顧問、新井参与、石倉会長、横内委員長など計

10 名、日本ﾓﾝﾌﾞﾗﾝｸﾗﾌﾞ、大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ、どん

ぐり山の会、川越山岳会、都岳連、東京恋峰ｸﾗ

ﾌﾞ、ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ ZOO、奥武蔵学友会、日本山岳

会、虎秀やまめｸﾗﾌﾞ、あゆむ山の会、山岳ﾌﾟﾛｶﾞｲ

ﾄﾞ(佐藤 博、遠藤 晴行、安村 淳)の皆さん、東

京救助犬協会・山岳救助犬部、吾野駐在所署員、



(7) 2019年(平成 31年)4月 30 日      埼 玉 岳 連 報            通巻第 64 号 

 

山岳同人 埼玉、また同ｹﾞﾚﾝﾃﾞでﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ中の皆さ

んなど約 60名の参加あり盛大に行われた。終了

後、ｸﾗｲﾏｰによるﾙｰﾄの清掃、整備が行わ pm1:00

終了、「虎秀ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ道場」内で有志による懇親会

を開催し情報交換を行った。   @mi 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

『安全登山講習会』開催案内 

主  催：日本山岳会 埼玉支部 

後  援：埼玉県山岳・ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ協会 

開催期日：2019年 5月 22 日 19:00～20:30 

開催場所：浦和ｺﾐｾﾝ 10 階 第 14 会議室 

講演ﾀｲﾄﾙ：「山を安全に登るためには」 

道具の選び方など 早川 秀政氏 

参 加 費：500円/先着 60 名 

申 込 先：090-2648-1947 

JAC埼玉支部：宮川 美知子 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

『山の事故を考える』ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

主  催：さいたま市山岳連盟 遭対委員会 

開催期日：2019年 5月 30 日 19:00～21:30 

開催場所：ｼｰﾉ大宮 5F講座室 

 

講 演 者：県内山岳事故について   飯田 雅彦 

     根石岳事故について    浦和山岳会 

     日光女峰山の事故     彩・岳悠会 

     大宮 AC 救助要請について 石倉 昭一 

参 加 費：無料（5月 28日締切・事前申込み） 

申 込 先：tel  090-5798-9632 

e-mail si-ageo@topaz.ocn.ne.jp 

大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ：石倉 昭一 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

第１回 Fun Trails Round 飯能 

(ﾄﾚｲﾙﾗﾝﾚｰｽ 50K(略称:FTR 飯能)  

主 催：FunTrails (ﾗﾝﾆﾝｸﾞ/ｽﾎﾟｰﾂ ｸﾘｴｲﾄ会社)  

主 管：FunTrailsRound 飯能ﾄﾚｲﾙﾗﾝﾚｰｽ 

実行委員会  

協 力：埼玉県山岳・ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ協会  

後 援：飯能市､飯能市教育委員会､日高市､ 

毛呂山町  

協 賛：(昨年度の実績) 16 社 

会 場：飯能中央公園  

開催日：2019 年 6 月 15(土)~16 日(日) 

申込み：2019 年 3 月 2 日～5 月 19 日 

問合せ：FTR 名栗実行委員会 奥宮 俊祐 

mail info@fun-trails.com 

tel  049-293-9679 

平成 30 年度埼玉県体育賞 

3月 9日さいたま共済会館において埼玉県体育賞

の授与式が行われ、30年度は下記の方々が受賞

されました、おめでとうございました。 

功 労 賞 石倉 昭一：埼玉県山岳連盟会長 

優秀選手賞 本間 大晴：日本大学 

小池 はな：川口市立幸並中学校 

授与式の記念写真は「埼玉ｽﾎﾟｰﾂ協会」HPから見

ることができます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

『第 12 回ｺﾊﾞﾄﾝﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞｶｯﾌﾟ 2019』速報 

 

      各ｶﾃｺﾞﾘｰ入賞の皆さん 

 

（兼埼玉県予選会） 2019/4/20 ﾛｯｸｸﾗﾌﾄ川越 

 

キッズ     1位 竹芝 勇吹・2位 笹原 蓉翠 

・3位 松浦 陽色 

ミドル     1位 山田 航大・2位 滝口 紘生 

・3位 三田 歩夢  

スーパーミドル  1位 犬竹 那月・2位 藤野 柊斗 

・3位 木村 将大 

女 子          1位 加島 智子・2位 坂井 絢音 

・3位 野部 七海  

エキスパート    1位 波田 悠貴・2位 鶴 隼人・ 

・3位 百合草 碧皇 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

【編集後書】 

来年度(2010)の法人化に向け当広報委員会は

「岳連報ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化」の対応を求められている。

今年度の 64 号～65 号(2019/7)までは今まで通り

とし、試験的に 66 号(2019/10)から紙面での配

布、および pdf 化による net 配信に取り込む予

定。平行して net 配信の規約作成が喫緊に必要

と思われ個人情報絡みで情報開示の規制問題など

ｸﾘ ｱｰしなければならない問題がある。また会員

側の net 環境構築の支援も必要か、課題多い。 

                 広報 @mi 



(8) 2019年(平成 31年)4月 30 日      埼 玉 岳 連 報            通巻第 64 号 

 

 


